
  2 乳房再建術は局所再発の発見を遅らせることはないか？ 

 

■ 推奨               乳房再建術が局所再発の発見の妨げに関与するという明らかなエビデンスは 

ない。 

■ 推奨の強さと根拠  1B（強い推奨，中程度の根拠） 

 

根拠･解説 McCarthy らは，エキスパンダーとインプラントを用いた一次再建において，再建群309例

と非再建群309 例の局所再発率と再発発見までの期間をコホート研究として行い，平均5 年7カ月の観

察期間で局所再発率は再建群6 .8％に対し，非再建群が8 .1％，局所再発発見までの期間は再建群2 .3 

年に対し，非再建群1 .9 年といずれも両群間に有意差がなかったと報告している1）。また，Langstein 

らはTRAM 皮弁1 ,191 例を主体とする乳房一次再建を施行した患者1 ,694 名を対象に10年間の観察期

間での局所再発を調査し，局所再発率は39 /1 ,694（2 .3％）で，再発までの期間は皮下が27 .1 カ月，

胸壁（骨格，筋）が29 .5 カ月で非再建群と差がないことより一次再建は再発の発見を遅延させないと

報告している2）。Park らは乳房再建術と乳癌再発の関連を調査するため，乳房再建群と乳房切除単独

群の局所無再発生存期間（Locoregional Relapse-Free Survival：LRFS）と無病生存期間（Disease 

Free Survival：DFS）の比較を行った。結果は，5 年DFS および5 年LRFS は乳房再建群と乳房切除

単独群で有意差を認めなかった3）。 

その他，主として一次再建が乳癌の局所再発率や再発の診断，治療，予後に影響を与えないとする 

論文は多いが，エビデンスレベルがいずれも低い4 , 5）。これは，大規模な乳癌治療研究の主要評価項 

目にLRFS が用いられることが極めて少ないためである。 

多くの論文の主要評価項目に用いられるDFS は，治療後に再発や他の病気がなく生存している期 

間を示す。若干意味合いが異なるが，再建群と非再建群においてDFS に有意差がないという報告が 

数多くみられるため6 , 7），これも加味して推奨の強さは1 B とした。 

 

今後の課題 CQ 2 を最も反映すると考えられるLRFS は，システマティックレビューやメタアナリ 

シスなどのエビデンスレベルの高い乳癌治療研究における主要評価項目となることが少ない。今後， 

形成分野からLRFS や無再発生存期間（Relapse-Free Survival：RFS）を主要評価項目とした報告 

が出されることを期待する。 
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